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 会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（5月定例会）会議録 

開 催 日 時 平成28年5月16日（月）14時00分から16時10分まで 

開 催 場 所  保谷庁舎３階 会議室 

出 席 者 

委 員：須永議長、内田副議長、岩崎委員、川﨑委員、 

木下委員、小林委員、沼本委員、服部委員、 

原委員、森田委員、矢野(真)委員、 

事務局：岡本課長、神田係長、掛谷係長、奥住主事、吉村主事          

議 題 

（１） 社会教育関係団体補助金について 

（２） 今後の活動について 

（３）その他 

配 布 資 料 

資料１ 平成28年度西東京市社会教育関係団体に対する補助金事務取扱要領

(案) 

資料２ 西東京市社会教育委員の会議活動予定（平成28年４月～平成29年６

月）案 

平成28年度社会教育委員の会議日程一覧 

資料３ 平成28年度西東京市公民館事業計画 

資料４ 平成28年度図書館事業計画 

〇平成27年度社会教育委員活動記録 

〇西東京市文化財保存・活用計画 

 西東京市文化財保存・活用計画概要版 

〇西東京市の指定文化財ハンドブック 

〇西東京市文化財マップ  

〇西東京市郷土資料室パンフレット 

〇多摩のあゆみ160号・161号 

〇第３期西東京市子ども読書活動推進計画 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

※事務局よりの報告 

◎４月１日付の委員の変更と社会教育課の人事異動について事務局から報告。 

・校長会の人事異動により、校長会推薦委員が碧山小学校の小林校長、明保中学校長の

矢野校長に変更となった。  

・社会教育係では、神田主査が係長となり、新採用の奥住主事が配属された。文化財係

では、市民税課から掛谷係長が着任し、新採用の吉村主事が配属された。 

 

※平成28年3月定例会議、臨時会議、4月定例会議の会議録について承認する。 
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（１）社会教育関係団体補助金について 

※事務局より、資料１「平成28年度西東京市社会教育関係団体に対する補助金事務取扱要 

領(案)」に沿って今年度の補助金交付の考え方及び手続き等について説明。 

・今年度予算は、昨年度同様40万円。 

・今年度の補助金の交付については、基本的に前年度どおりの考え方で行いたい。 

・相談については、随時個別に丁寧に対応する。 

 ・社会教育関係団体補助金については、25年度に事務事業評価を受け、「抜本的見直

し」という評価を受けている。今年度、社会教育委員の会議で団体支援のありかたも

含め、ご意見を伺いたいと考えている。 

 

＜主な質疑応答・意見＞ 

○委員：前回に続き今回も申請数が１団体だけだった。もう少し活用できるような仕組は

考えられないものかと思う。仕組が悪いからではなく、申請側からみて補助金に魅力が

なくなっているのか。もう申込時期ということから、本年度は、従来通りの仕組を継続

するしかないのではないか。 

○委員：事務取扱要領について、利用団体から意見もあがっていないのでこのままで良い

と思う。 

 

※審議の結果、「平成28年度西東京市社会教育関係団体に対する補助金事務取扱要領

（案）」について事務局案のとおり了承する。 

 

（２） 今後の活動について 

※事務局より、資料２「西東京市社会教育委員の会議活動予定（平成28年4月～平成29年6

月）案」、資料３「 平成28年度西東京市公民館事業計画」、資料４「 平成28年度図書

館事業計画」について説明。 

 ・今後の活動計画の参考のため、公民館と図書館の事業計画を配布した。次回以降公民

館長、図書館長の出席時に説明予定。 

 

【今後の会議日程の変更について】 

○議長：７月定例会の７月25日を、四者協（児童委員・児童相談所・学校･子ども家庭支

援センター）主催の講演会と重なるため７月11日に、８月定例会の８月15日を、お盆と

重なるため８月22日に、それぞれ変更してはどうか。 

○全委員：異議なし。 

 

決 定 ７月定例会：７月11日（月）午後２時から   

８月定例会：８月22日（月）午後２時から 

 

【平成28年度の西東京市公民館事業計画・図書館事業計画について】 

○議長：各自で目を通し質問等があればまとめておいてほしい。 

 

【都市社連協第４ブロック研修会について】 

○議長：今年度第４ブロックの幹事市として、研修会を企画することになっている。都市

社連協の統一テーマ「市民・地域とともに高めあう 学びのまち～みんなが まなぶ 
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いかす つながる～」を念頭に置きながら考えていくことになる。研修会後の懇親会は

どうするのかということもある。どんな内容にするか意見を聴きたい。 

○事務局：懇親会は、八王子市の12月の交流大会の時に開かれるのではないか。ブロック

研修会での懇親会実施は、時間や会場等の制限もある。 

○議長：講師にお話しいただき、それをテーマとして参加者みんなでディスカッションを

する場を設けてはどうか。 

○委員：基本的には賛成である。講師の方などにヒントとなる話をしていただいてから話

し合うのが良い。 

○委員：成人の学習方法にはワークショップ形式が良い。「地域ごとに学びの場をどう創

出するか」や「地域資源の活用によっていかに学びの活性化が出来るか」などのテーマ

でのグループワークをすれば、参加者にとって意義のあるものになるのではないか。 

○委員：グループワークのファシリテーターも事前に決めず参加者の中で決めるのが良

い。 

○委員：ポストイットに意見を書いて、お互いに作業をしながらアイディアをまとめてい

くという方法はどうか。 

○委員：ポストイットでのグループワークは最後に意見がまとまりやすいので良い。 

○委員：他の研修会で、1部屋でのグループワークだと隣の声がうるさくて良く聞き取れ

ないという苦情が出ていた。 

○事務局：研修会の参加者は例年60人程度である。今回会場と考えている講座室の広さを

考えると、机を出しての講義形式は可能だが、グループワークをするとなると、グルー

プワークのやり方を工夫しなければならない。別にいくつかの部屋を確保する必要があ

る。 

○委員：開催場所を移動するというのはどうか。 

○事務局：時間の設定から考えると、あまり移動に時間をかけない対応を考える必要があ

る。 

○委員：グループに分かれて快適に話せるような環境を用意できるかが課題だろう。人数

が多くても少なくても意見交換が円滑に行えなくなる。 

○議長：５月24日（火）の都市社連協の拡大役員会では、参加型での研修会を実施すると

いう方向で検討中であると報告する。7月の都市社連協理事会には、概要を決めて報告

し、９月はじめには開催要項を確定し、通知したい。話し合いのテーマと講師、ワーク

ショップ会場等具体的な内容については、次回また検討する。 

 

【今期の検討事項について】 

○事務局：今年度、社会教育課として、補助金の在り方も含めた団体支援の方向性、社会

教育行政の運営体制の見直し等が課題となっている。社会教育委員の会議でのご意見を

伺いたい。 

 

（３）その他 

①全国社会教育連合（社教連）の緊急提案について 

○議長：都市社連協会長市の八王子市より、５月17日の社教連総会で「組織存続のための

緊急提案（再提案）」を議題として諮り、了承・議決したいと考えているということ

で、再度皆さんのご意見を踏まえ、会長として総会に臨みたいという連絡があった。西

東京市としては、社教連の在り方について見直しを求めている声が多数あがっているこ
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とを報告した。５月24日の都市社連協の拡大役員会では、社教連総会について報告され

ると思うので、また次回報告したい。 

 

②委員からの報告 

○委員：「第３期西東京市子ども読書活動推進計画」の策定記念事業が平成29年1月28日

（土）にこもれびホールで開催予定。 

○委員：前回配布された「今後の教育環境の変化に対応した地域教育の推進方策について 

―地域教育プラットフォーム構想の新たな展開―（平成28年2月 第9期東京都生涯学習

審議会）」は、社会教育委員に求められていることが多く書かれていたので、きちんと

把握しないままに委員を務められないと思った。社会教育に何が求められているかなど

について話し合う機会を設けられたら良いと思っている。 

○委員：団体活動の支援として、公民館で拡大印刷機を用意し、市民にも使えるようにし

てもらいたい。主催事業で立て看板等を作るときに、あれば便利である。 

 

 

○議長：以上で本日の社会教育委員の会議（５月定例会）は終了する。 

 

 

 

※次回会議  平成28年6月20日（月）午後２時から 

 

 

 

 

 

 


